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本研究により創製した薬剤候補分子は光線力学療法において有用であると期待される。

利用成果報告書

成果公開有償利用

抗腫瘍活性分子の合成と機能評価

micrOTOF,核磁気共鳴装置

NMRとMSの測定により、狙い通りの薬剤候補分子(光増感剤の前駆体)が得られたことが確認できた。得られた候補分子が，がん細胞

内で光増感剤へと代謝されることも確認しており，治療効果についての評価を進めていく予定である。
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